自己相似性の統計熱力学形式I(カオスとその周辺,研究会報告) by 井上, 政義 & 藤坂, 博一
Title自己相似性の統計熱力学形式I(カオスとその周辺,研究会報告)
Author(s)井上, 政義; 藤坂, 博一













































f (V, P )ニーをii-mNi ln<exp 卜 PE (N･V, , , (4)
ここで u(-V/N)は一定としている｡極限操作N- -によって本質的性質 (bulkpro-/
perty)が抽出される.-βf(V,β)はもはやキュムラント母関数ではなく,逆変換によっ
てB(N,E)を求める事はできない｡すなわち,情報の縮約が行なわれている｡
ところで定常一次元時系列 tAj)の相似指数 頼 ま次の様に定義される1)
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すなわち, lqを自由エネルギーとみたて, qを-βに対応させれば,一次元時系列(カオ
ス ･マップなどによって発生される)の統計熱力学形式が構成できる｡
ところでβは逆温度であるという明確な物理的内容 をもっている｡qはいわば,モー メ ン ト
の次数であるから,このままの解釈では(7)の対応は形式的なものに留まるo相似指数 Iqにつ
いては次の様に解釈できる事がわかっている.2) 間欠性ブランチq≫ 1∞ /D(q≪ ス仰 /D;
D…dスq/dqlq-o)では大きな nj(小さな nj)が主要に 申 こ寄与し,q-0の時はア
ンサンブル･メンバーのどれもが一様に寄与する｡熱平衡系統計物理では低温 β≫1では小さな
エネルギーをもっ状態が主に寄与 し,無限大温度 β-0では,どの状態も一様に寄与する｡ こ
のようにβとqは寄与をコントロールするパラメーターになっている｡そこで我々は β,qの
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このF(f,β)もスqと同じ構造をもっていることがわかるoこの例では βが filtering
parameterである｡





















一次元定常列 tu｡, ul, u2, -車 こ対 して,物理量 Anが
An+1=e払n
An
を満すとき'An
(1)
は自己相似的1)であると呼ぶことにする｡定常列 tu｡,ul,u2, ･･･)は定常
確率過粗 或いは定常カオス過程から生成されるものとし,本研究はn-∞でのAnの大局的
ふるまいを調べること逐 目的とする｡このような自己相似性はfractalsetsの理論,2)発達し
た乱流における速度構造関数の理論,3) 或いは筆者による相似指数関数の理論4),5)にみられる｡
Anの統計的性質を調べるのにそのモーメントMn(q)… < 〔An〕q>(q:real)を考える｡
(1)を解くと
An-A.exp(nZn),
- 367 -
(2)
